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《本号の表紙絵》

MarieF.XBIchat著「膜の研究』の表紙

（英訳本）

MalieF.XBichat(1771～1M2)は、フランス、

リヨンで医学を学び、パリのオテル・ディユ病院

で、DeSaultに師事したと言う。「膜の研究」は、

その死の2年前に書かれたもので、この場合の膜は、

今日の組織に相当するものと言われている。この

思想は、後のJohannesMUller、JacobHenle、

RudolfAlbertvonK(jlliker、RudOlfVirChowら

に大きな影響を与えた｡X.Bichatは、当時顕微鏡

はすでに存在していたが、色収差などの問題で、

当時の顕微鏡は問題があり、肉眼的研究と化学分

析で、膜の分類を行った。この書物には、図がな

いことに特徴がある。

本英訳本は、MarieF・XBiChatの死後、11年後

にボストンで出版されたもので、本文248ページで

構成されている。

（西巻明彦）
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